
をよ扶さなければならない こと，またプラ ットホ ー ムでは列車進

行に対する注意等の特殊条件を旅客ならびに従事長に対して満

足させるために，その場所々々に応じた!照度なり!照明方法が考

えら;/1.ている。

!!~皮は場所別， 作業内容によってiI~なるものであるが，旅客

の心思!(I{J~塁手， 従事員の作業能率のj柏il主， i皮労の経滅等を考え

て ， それらを満足するとともに経済同を考慮、した純凶内で，能

率のよいI!日明方法をとるべきであり ， また点灯時間の長い !';'lli

h品設備では，電力消il'1の而からも近l砕けい光灯照明が大柄にJ采

HJ されるようになっている。しかし事務室その他の照明lはほと

んど白熱電球によるグロ ー プ，ないしコ ー ドベ γ 〆 γ ドによる

照明が大部分である。プラットホームでは，能率の上から特殊

配光金属セ ー ドによる照明が准しょうされている。

2 操車場の照明

列車の組成作業は昼夜の!互日1)なく行われるところが多く，か

っ危険作業であるために操車場の!照明j条件としてはつぎのもの

が考えられている。

水平阻1限度では (1) 突放車両に従事貝がとび采り，とび降

りの可能な程度であること。 (2) 信号抜所から方向別仕訳線へ

の転鰍(てんてつ)総の転後方向と ， クリアラ γ スが確認できる

こと ， カ ー リタ ー ダの iJilJf'f'状態がわかること。

鉛直斑i!照度では， ハンプ線を通過する車両の状態が信号扱所

から問、識できる程度であること。停留車両の事裂がわかる程度

であるこ と。

以上の条件から所裂の!照度は， ハンプヤードは平l百ヤードよ

り if:i L.、ことが必姿で ， 5-2 ルックスの純凶が必裂とされている。

平ffIi ヤ ードでは 1-0. 2 ノレックスの nili凶となっている。

!!(c\ IYl方法としては， 広大な閲僚をもっところであるのと ， î洋

総に対する平行光線の必裂性から投光総による l照 l!Flが採用され

ている。投光総には遠近m をJ'l l 途月1)に区別し， 容量は 500W，

1 ，00!)W がi昆)H されている。

3 車両用照明

(1) 車両の前!照灯は速度と以l述して ， 陣営ー物確認距艇と伽IJif!))

距離から，そのl照度より光度が規定されて，基本光&として，

途方にある光が見得るために必嬰な必低l!日皮を考一隠して ， 前 l照

灯の所~光度を考えている。また光色としては白色， 賞色， 淡

青色等が使われ Eい る。

(2) 車内照明 車内は狭く副社長い十"l't.造の上に迎行中かなりの

仮ífí))があるが， 説話等に不便を感じないものでなければならな

いので!照度が十分に日.5 く ， 分布は均一でありまぶしさのない

照明が必裂である。また!照明器具は配世ならびに意匠に留なす

るとともにその維持が谷易で， しかも経済的な聞も考服、されて

いる。tR淑は111 j本の下に装置してある車問発電話器と帯電池との

組合わせによって供給するようになっており ， 帯電池としては

KS , J診( l. 2 KW) KS，形 (2.1KW ) が客車問として， KS。形 (0.4 5

KW ) がt'í: Ili)習に用いられている。けい光灯!照明に使われる従滋

裟位として，国鉄では直昔iE24 V をインパータをよれ、て交流 100

V に変換している。

4 信号際識は，巡転する!lIllから確詰息されることが重要であ

るために， 位位 ・ 制動距離を考慮した基本光度 ・ 色の表示等を

誤認 しないよ うに， とくに考慮されている。

5 踏切照明は，事故の性質から考えて，夜間に通行する人

や l主l ífÿJ II工に踏切を確認させることが第 1 条件であり ， そのため

に踏切の両側に適当な j照明設備をするとともに， ï~J様式掲示総

を設備することもあり!照明の一部を点滅式にして注芯を喚起

するようにするとともに，停電の場合を考慮して，スコ ッ チラ

てつどうしん

イ ト を塗布している。

色彩調節を採り入れた!照明方式は， 近l時欠くべからぎるもの

とな って きており ， 国鉄においても各所に採則しているが， と

くに電話交換室， 病院，工場等の!照明には大柄に採用されてい

る。(佐々木央卒)

てつど う し ょくたくい 鉄道嘱託医 国鉄戦JJ.の公傷病の治

jJ:i ， 不時の災l:!Jによる旅客 ・ 公衆の救護およびその他職員 ・ 家

族の:U!身柄の治療等の医務を行わせるために， 鉄道沿線の必裂

な箇所に，とくに設備 ・ 技術のすぐれた， しかも儲艇のある一

般病院または開業医に，一定の契約方法によって委嘱している

医師をいう。

もちろん国鉄て'は lìíJ述の医務を行うに当り ， 各主製地区にそ

れ相当の直包の医療設備をもっているが， ぼう大な企業である

ために， 直'滋の機能のみでは圭IJ!底国鉄医務全般の処理に閤燦が

あるので， その布|川J的機|其!として嘱託医の必裂性が生れてきた

ものである。

鉄道嘱託医を1刷出:化したのは， 述く IYj治 42 年にさかのぼり ，

その後大正 8 年に現制度に切瞥えられ， 40 数年の長いi笠~を経

て今日に至っている。

この嘱託医lliIJ&の発足直後の委嘱医師数は， 国鉄全体で 845

人であり，またその]訳扱忠、者延数も年間約 180 万人程度であっ

たものが，現在では医師数が 2，350 人に ， 1反扱，也、者延数は約 432

万人に，それぞれ大きなM加を示 している。

この取扱J心者数は， 直営医療機|民lで取扱う患者数の約 3 \占U6 

分に相当している。

嘱託医の酉Gtl位のブJ針は， 国鉄輸送業務の特異性と ， 利用上の

均衡を考慮に入れ， 各地域ごとに業務機関数 ・ 職員数等の事前

を検討し， さらに直営医療綴|主lの分布の状態を目出家して画~恨の

適正をはかっている。

なお瞬託医.i:ill衡の公正を JI:!Iするために，各鉄道包!，.J!}司に'l:'\!'.Jl

者 ßIIJ ， 直'滋医療機|品!の医師および利問者(lIIJの代表若干名を委員

とする嘱託医&衡委μ会を設け，この委員会の答申にもとづい

て ， 鉄道管理局長が委嘱の可否を決定 しているのである。(木村

斗鬼雄)

てつどうしんごう 鉄道信号 (予定) rail way signal 鉄道に

おいて使用する信号 ・ 合図 ・ 傑識の総称。信号とは形 ・ 色 ・ 音

等により列車または車両に対して一定の区域内をìlli転するとき

の条件をJ首示するものをいう。合図とは形 ・ 色 ・ 音等により従

事民栂玄関でその相手者に対して， 合図者の意思を表示するも

のをしづ。傑識とは)~・色等により物の位置 ・ 方向 ・ 条件等を

表示するものをし、う。ー」常 íi1信号倍塁。臨時信号 l銭。合図。僚

議。(三和遥忠)

てつど うしんごう せつぴ乙ころえ 鉄道信号設備心得

鉄道における信号関係設備についての事項を， 昭和 22 ・ 2 j主第

61号で規定したものである。その内容は鉄道信号を信号燦 ・ 合

図 ・ 際識にわけて， その穏兵のJfj状寸法，建値位置， 1反付方法，

信号館告の確認。距離等， 信号l其l係設備の工事ならびに保守上必裂

な事項を明示 し ， 4:4t 109 条からなっている。(宕沢弘)
てつどうしんり ょ うし ょ 鉄道診療所 鉄道管'1'.Jl周の付属機

l刻。職員， その家族および旅客の診療や疾病予防を担当する国

鉄直営の医療機関の l つである。しかし保健管理所を有する東

京，大阪および門司の各鉄道管理局管内の鉄道診療F.Jrは， 職員

の結核予防に|刻する業務を担当 していない。そして鉄道病院と

と もに結核予防法第 36 条にも と づく 指定医療後|刻に指定され

ている。主主Zな以区等の集合 したところや工場等においてある

ので， 現業にもっとも密接し， 医療儀|某iの第一線的な役割を栄
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